
日本鉄道保存協会の
設立について

一
胃9
山

〗
霊
木

シ

長

晋

ナ
課

人法団
本
業

財
国
事_
 •-

~e f
i

ｷ

-了
亭

-
'
菫

-'‘ 
►

明
治
村
（
同
黄

椋
生
氏

)
”
鉄
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

一
通
輸
送
の
有
効
手
段
と
し
て

氏

に
新
し
ぃ
車
両
が
生
ま
れ
、
若
い

栄藤伊
も
話
題
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

は
、
鉄
道
近
代
化
の
波
の
中
て
消
・
ぇ
て
い
っ
た
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の
復
活
運
転
も
華
や
か
に
マ
ス
コ
ミ
を
に
ぎ

係
ゎ
し
て
お
り
、
こ
れ
に
伴
い
歴
史
的
な
車
両
・

ぶ
施
設
・
構
造
物
へ
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

と

関

ま
さ
に
、

I
I

鉄
道
復
権
“
の
動
き
が
さ
ま
ざ
ま
な

並-l ' 上
か
た
ち
て
誦
き
始
め
て
い
る
。

壇

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
去
る
四
月
九
日
、

会総
日
本
鉄
道
保
存
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
は

全
国
各
地
て
S
L

、
旧
型
客
車
、
電
気
機
関

立設

車
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
他
、
歴
史
・
文
化
的
価
値

• 

の
高
い
車
両
を
動
態
保
存
し
て
い
る
団
体
が
寄

り
集
ま
っ
て
設
立
さ
れ
た
、
連
絡
協
議
会
的
性

格
を
重
視
し
た
団
体
て
ぁ
る
。
モ
デ
ル
は
イ
ギ

リ
ス

の
保
存
協
会
て
、
将
来
に
わ
た
る
動
態
保

存
を
進
め
る
上
て
今
後
重
要
な
役
割
を
担
う
｀
）

と
に

な
る
。

当
日
は
、
日
ご
ろ
か
ら
熱
心
に
動
態
保
存
を

進
め
る
―
二
団
体
が
全
国
か
ら
参
加
し
、
東
京

ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ホ
テ
ル

て
設
立
総
会
を
開
催
、

同
協
会
の
設
立
目
的
、
性
格
、
規
約
、
役
員
の

選
出
等
が
話
し
合
わ
れ
、
無
事
終
了
し
設
立
の

運
び
と
な
っ
た
。
設
立
総
会
終
了
後
は
、
お
披

露
目
を
兼
ね
た
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
夢

を
乗
せ
て
走
る
歴
史
的
鉄
道
車
両
」
を
開
催
。

講
演
、
参
加
団
体
の
紹
介
、
映
画
の
上
映
を
行

会
場
か
ら
大
き
な
激
励
を
受
け
た
。

④
設
立
ま
で
の
経
緯

明
治
村
を
先
戸

め
、
全
国
各
地
-
'

ら
え
、

の
あ
る

が
ち
て

幻
の
保
六

あ
る
と
主
張
し
ま
だ
ま
だ
一
般
に
わ

れ
る
文
化
財
の
よ
に
市
民
権
を
得
て
い
る
わ

け
て
は
な
い
。
確
に
近
代
技
術
の
発
達
史
上

に
お
い
て
も
鉄
道
は
常
に
そ
の
時
代

の
先
端
技

術
の
集
積
と
い
う
見
方
も
あ
り
、
産
業
文
化
遺

産
の
ひ
と
つ
て
あ
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
の
て
あ
る
。

こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
て
、
全
国
て
芽
ば
え

始
め
た
動
態
保
存
が
単
に
趣
味
的
に
終
わ
っ
て

は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
て
、
一
昨
年
二
月
九

日
に
、
当
ト
ラ
ス
ト
が
主
催
し
第
二
回
鉄
道
文

化
財
を
考
え
る
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
を
東
京
て
開
催

し
た
。
こ
の
時
点
て
も
多
く
の
動
態
保
存
の
事

例
が
見
ら
れ
、
北
は
急
行
ニ
セ
コ
号

C
6
2
3号

の
北
海
道
鉄
道
文
化
協
議
会
か
ら
、
南
は
あ
そ

B
o
y

の
5
8
6
5
4

号
の
J
R

九
州
ま
て
一

二
団
体
が
参
加
し
た
の
て
ぁ
る
。
大
き
な
反
響

を
呼
ん
だ
こ
と
は
言
う
ま
て
も
な
い
が
、
こ
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
提
案
と
し
て
出
さ
れ
た
の
が

各
団
体
が
手
を
つ
な
ぎ
将
来
に
わ
た
る
動
態
保



▲ T トレイン （同渡辺ー男氏）

) 
織

（
会
費
）

組
( 

事

務
局

日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト

大
井
川
鉄
道
株
式
会
社

丸
瀬
布
町

財
団
法
人
博
物
館
明
治
村

九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

青
木
栄
一
（
東
京
学
芸
大
学
教
授
）

小
池
滋
（
東
京
女
子
大
学
教
授
）

松
澤
正
二
（
前
交
通
博
物
館
副
館
長
）

日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト

〒
I
o
o千代
田
区
丸
の
内
2
1

4
_
I
丸
ピ
ル
4
—

4

廿
”H" 

r
e
0
3
,
3
2

ー

4
,
2
6
3
|

正
会
員
（
勤
態
保
存
団
体
）
ー
0

、

o
o
0

円

賛
助
会
員
（
一
般
）
ー
ロ
ー

0
、

o
o
0

円
以
上

顧

問

会
計
幹
事
団
体

代
表
幹
亭
団
体

幹
事
団
体

日本鉄道保存協会正会員
(I 991 . 4. I 現在）

（団体名）（保存車両）
①丸瀬布町
（森林鉄道雨の宮21 号蒸気機関車）

＠三笠鉄道記念館
(S 394号 S L) 

⑲北海道鉄道文化協議会
(C 62 3号 S LｷS L ニセコ号）

④甦れSLCl0-8 運営協議会
(C IO 8号 S L) 

＠ウエスタン村
(15321 ワウパウ号 S L) 

®埼玉県北部観光振興財団
(C 58 363号 S L 他・パレオ
エキスフレス）

⑦日本ナショナルトラスト
(C 12 164号 S L 他· トラスト
トレイン）

®上松町
（森林鉄道86号ディーゼル機関車他）
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存
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
日
本
鉄

道
保
存
協
会
」
の
設
立
だ
っ
た
の
て
ぁ
る
。

一
般
に
言
わ
れ
る
文
化
財
に
お
い
て
は
、
歴

史
的
町
並
み
や
民
家
等
を
中
心
に
歴
史
的
景
観

を
保
全
す
る
行
政
の
集
ま
り
て
ぁ
る
歴
史
的
景

観
都
市
連
絡
協
議
会
、
歴
史
的
庭
園
の
所
有
・

管
理
者
て
構
成
す
る
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協

議
会
、
住
民
運
動
の
集
ま
り
て
ぁ
る
全
国
町
並

み
保
存
連
盟
な
ど
い
く
つ
か
の
連
絡
協
議
会
的

な
も
の
が
機
能
し
て
い
る
。
こ
う
見
る
と
鉄
道

文
化
財
と
言
う
以
上
、
同
じ
よ
う
な
場
を
つ
く

る
こ
と
は
当
然
の
成
り
行
き
て
あ
っ
た
と
言
え

る
。
た
だ
、
初
め
て
の
こ
と
も
あ
り
、
一
気
に

設
立
て
は
無
理
が
あ
る
の
て
、
一
年
間
は
、
「
日

本
鉄
道
保
存
協
会
準
備
会
」
を
仮
に
設
け
、
試

し
運
転
と
ば
か
り
、
お
互
ぃ
の
交
流
や
情
報
の

交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
手
づ
く
り
の
会
報
も

発
行
し
て
き
た
。

⑬虹の郷
（アーネスト・トワイニング号 S L 他）

⑩大井川鉄道
(C I I 227号 S L 他・かわね路号）

⑪財団法人明治村
（尾西鉄道 12号 S L 他）

⑫東海旅客鉄道株式会社
（クモハ 12形電車他）

そ
し
て
、
昨
年
十
月
十
四
日
の
鉄
道
記
念
日

に
合
わ
せ
、
大
井
川
鉄
道
て
同
会
の
総
会
を
開

催
。
正
式
に
平
成
三
年
四
月
か
ら
「
日
本
鉄
道

保
存
協
会
」
を
設
立
し
、
活
動
を
開
始
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
の
て
あ
る
。

◎
末
永
く
、
楽
し
く
動
態
保
存
を
推
進

現
在
、
正
会
員
は
、
予
定
も
含
め
―
二
団
体

て
あ
る
。
鉄
道
会
社
も
あ
れ
ば
、
公
益
法
人
、

行
政
、
住
民
運
動
団
体
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
と

ん
て
い
る
。
し
か
し
将
来
に
わ
た
る
動
態
保
存

を
め
ざ
す
意
気
込
み
は
皆
同
じ
て
、
大
き
な
夢

も
合
わ
せ
持
っ
て
い
る
こ
と
も
確
か
だ
。
お
互

い
単
独
て
活
動
し
て
い
て
は
、
ど
う
し
て
も
弱

い
。
特
に
資
金
・
技
術
面
は
重
要
な
問
題
と
な

ろ
う
。
例
え
ば
、
整
備
要
員
の
育
成
、
部
品
の

確
保
な
ど
現
実
的
な
悩
み
も
多
い
と
聞
く
。
記

念
イ
ベ
ン
ト
後
の
関
係
者
の
懇
親
会
て
は
、
早

＜
も
各
団
体
の
担
当
者
が
か
な
り
突
っ
込
ん
だ

技
術
面
で
の
話
し
合
い
を
し
て
い
る
。

今
後
は
、
毎
年
総
会
を
行
う
と
と
も
に
、
定

期
的
に
会
報
を
発
行
し
、
ま
た
、
多
く
の
支
援

者
を
得
る
た
め
の
啓
蒙
的
な
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
の
は
か
、
特
に
セ
ミ
ナ
ー
的
な
勉
強
の

場
も
設
け
た
ぃ
。
さ
ら
に
、
先
輩
格
の
英
国
保

存
協
会
と
も
交
流
を
考
え
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ

小
さ
な
輪
が
出
来
あ
が
っ
た
ば
か
り
て
あ
る
が
、

そ
れ
こ
そ
夢
を
乗
せ
て
走
る
歴
史
的
鉄
道
車
両

の
将
来
に
わ
た
る
保
存
・
活
用
を
め
ざ
し
た
い
。

常
に
楽
し
さ
を
忘
れ
ず
に
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